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（町長議案提案説明） 

 

福井町長 おはようございます。先週初めより秋らしい清々しい好天が続いておりますが、

今年の８月は、週末になると天気が荒れ、全国的に地球温暖化による異常気象とも言えそ

うな豪雨が続きました。今年は８月末までに、全国で土砂災害の発生件数は８８９件、７

８名の方が死亡し、１名の方が未だに行方不明となっています。近い将来、南海地震など

による津波災害が予想されていますが、牟岐町では土砂災害についても、もっともっと真

剣に議論し対策を進めて行かなければならない時期にきていると痛切に感じております。

さて、今年５月、日本創生会議において、現在の市町村の過半が、２０４０年までに消滅

すると公表されましたが、この発表のお蔭で、安倍政権が、地方創生に向け、本腰を入れ

て取り組んで頂けるようになったと思っています。来年度は、４兆円に近い予算をこれに

充てていただけるとのことで、今後、これまでと大きく違った取り組みができることを期

待しているところでございます。さて、平成２３年４月の私の町長就任以来、防災と活性

化について、私なりに全力で取り組んできたつもりでございますが、公的施設では、まだ

役場の耐震化・津波対策が大きな課題として残っていますし、民間施設の耐震化もほとん

ど進んでいません。また、活性化については、平成２５年に牟岐町再生会議を開催し、で

きるだけ多くの方から再生に向けたご意見をいただく中で、行動を開始したいと考えてい

ましたが、大きなうねりとはなりませんでした。ただ、これまでにも概略をご説明いたし

ましたように、活性化に向けての方針は明らかに出来たと私は考えています。①エコノミ

ックガーデニングの取組、②『保養と健康の町』牟岐町としての全町挙げた取り組み、③

牟岐町全域の公園化・美化、④空家・空き店舗対策、⑤農林水産業の再生が、その主たる

ものでございますが、具体の取組といたしましては、今月１日より、本格的に稼働してい

ます河内の牟岐町活性化センターにおいて、地域おこし協力隊を中心に、これらの活性化

策を実行に移して頂きたいと考えています。今後、少子高齢化、過疎化が急速に進行して

いく中で、頑張る市町村とそうでない市町村の差は、ますます拡大していくことが予想さ

れます。牟岐町が、日本にとって、また徳島県にとって必要な町でありつづけるためには、

地形的な特性、景観的な特性だけでなく、多くの人が関われる産業を残す必要があると考

えています。一次産業、二次産業、三次産業、どの産業でも良いのですが、多くの皆さん

の生活に不可欠な物、あるいはサービスを提供する必要がございます。牟岐町という町が、

いずれ消滅する町ではなく、これからもずっと日本地図に残るよう、全力をあげて現在を

取り組んでまいりたいと思います。議員各位のご協力をどうかよろしくお願い申し上げま

す。それでは、提案説明に移りたいと思います。本定例町議会に提出の案件は、報告２件、
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議案１４件でございます。議案の内訳は決算認定７件、条例の制定３件、補正予算３件、

人事案件１件でございます。報告第３号、専決した事項の承認。専決第４号、平成２６年

度牟岐町一般会計補正予算。海岸等への漂着物除去費を補正で計上するものでございます。

歳入は全額県補助金で、歳入歳出２，８００千円を追加して、歳入歳出合計を２，６３６，

４３７千円とするものでございます。報告第４号、平成２５年度決算における健全化判断

比率及び資金不足比率。平成２５年度決算について監査委員の審査を受けましたので、健

全化判断比率及び資金不足比率について、議会への報告と公表をするものでございます。

牟岐町の平成２５年度決算の数値では、実質公債費比率６.１％、将来負担比率７１.７％

となっており、他の数値はゼロでございますので該当ございません。実質公債費比率は２

４年度から０.３％の増加、将来負担比率は１２.８％の増加と悪くなっています。議案第

３３号から第３９号までの７議案は各会計の決算認定となっています。議案のあとに監査

委員の意見書を、また、別冊で平成２５年度における主要な施策の成果を添付しています

ので、参考にしてください。議案第３３号、平成２５年度牟岐町上水道事業会計歳入歳出

決算認定。上水道事業会計の決算では、収益的収支は、事業収益９７，１１６，７７４円、

事業費用は１１４，８８６，７１９円となり、１７，７６９，９４５円の赤字となってい

ます。資本的収支については、資本的収入７５，０００千円に対し、資本的支出は１００，

０７０，９５８円となり、差引２５，０７０，９５８円の不足を生じましたので、これに

ついては、過年度分損益勘定留保資金等で補填いたしました。議案第３４号、平成２５年

度牟岐町一般会計歳入歳出決算認定。一般会計の歳入総額は４，００４，４８２，３８２

円、歳出総額は３，５７４，５０４,８２４円で、差引４２９，９７７,５５８円となって

います。２６年度へ繰り越す財源２２，９２８千円を差し引いた、実質収支額は、４０７，

０４９,５５８円となり、前年度と比較すると１４３，３０９,２９３円の増加となってい

ます。２５年度の財政調整基金は、取崩した５４０，０００千円を同額積立てています。

議案第３５号、平成２５年度牟岐町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定。国保会計の

歳入総額は９１５，４３７,９６０円、歳出総額は８５０，８３９,３０８円で差引６４，

５９８,６５２円となり、前年度と比較すると９，１６９,０１７円の減少となっています。

議案第３６号、平成２５年度牟岐町出羽島簡易水道特別会計歳入歳出決算認定。出羽島簡

易水道会計の歳入総額、歳出総額は２５，２６１,２３９円と同額になっています。議案第

３７号、平成２５年度牟岐町青少年健全育成センター特別会計歳入歳出決算認定。青少年

健全育成センター特別会計の歳入総額は７，６６６,３９２円、歳出総額は６，８７５,５

９２円で差引７９０,８００円となり、２４年度と比較すると２２５,４０８円の増加とな

っています。議案第３８号、平成２５年度牟岐町介護保険特別会計歳入歳出決算認定。介
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護保険特別会計の歳入総額は７５３，６２６,３５５円、歳出総額は７０５，６９０,６６

９円で差引４７，９３５,６８６円となり、２４年度と比較すると１４，１９２,４９５円

の増加となっています。議案第３９号、平成２５年度牟岐町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定。後期高齢者医療特別会計の歳入総額は８６，２８３,１７２円、歳出総額は

８５，６０６,１７２円で差引６７７千円の黒字となっています｡２４年度と比較すると８

３２,４００円の減少となっています。議案第４０号、牟岐町家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例。この議案を含めて３件の議案は、子ども・子育て支援新

制度の実施に向けた関係条例案で、議案第４０号は家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定めるものでございます。議案第４１号、牟岐町特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例。特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定めるものでございます。議案第４２号、牟岐町放課後児童

健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例。放課後児童健全育成事業の設備

及び運営に関する基準を定めるものでございます。議案第４３号、平成２６年度牟岐町一

般会計補正予算。今回の補正の総額は、２７７，２９９千円となっています。歳出の主な

ものを挙げますと、２款、総務費の財産管理費で庁舎等の修繕費、企画費で電動車両充電

器設置事業費、防災費で地域ごとの津波避難計画策定業務委託料、防災拠点避難地整備事

業費などを計上しています。３款、民生費の社会福祉費で障害者自立支援システム保守料

などを計上しています。４款、衛生費の予防費でインフルエンザ、水ぼうそう予防接種手

数料や斎場修繕料、衛生処理組合負担金の交付税分、特別会計繰出金などを追加していま

す｡５款、農林水産業費の農業費で農地台帳システム改修費、林業費で林道修繕費、水産業

費で船揚場台車、漁協冷蔵庫修繕費など追加しています。６款、商工費で地域おこし協力

隊経費などを計上しています。７款、土木費の道路橋梁費で道路維持補修費、過疎対策事

業費で町道寺前北線関係費などの追加、法定外公共物管理費で東地区排水整備工事を計上

しています。９款、教育費の教育総務費で台風による教育施設修繕費。社会教育費で伝建

出羽島家屋調査費等、体育振興費で町民体育館耐震補強工事費の追加でございます。歳入

では、繰越金のほか、国費、県費、諸収入、町債を特定財源として充てています。歳入歳

出、２７７，２９９千円を追加し、予算総額を２，９１３，７３６千円とする平成２６年

度一般会計補正予算でございます。議案第４４号、平成２６年度牟岐町出羽島簡易水道特

別会計補正予算。今回の補正は、歳入歳出４，４８２千円を追加し、予算総額を３４，２

７３千円とするものでございます。歳出は国道５５号内妻大橋耐震補強工事に伴う出羽島

簡易水道計装盤・配水管移設工事の経費でございます。歳入は、一般会計からの繰入金で

ございます。議案第４５号、平成２６年度牟岐町国民健康保険特別会計補正予算。今回の
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補正は、歳入歳出１２，９３３千円を追加し、予算総額を８２７，６７４千円とするもの

でございます。歳出は、保健事業費で臨時職員賃金等の追加、２５年度退職者医療交付金、

療養給付費負担金などの精算による返還金など、１１，８９４千円の追加でございます。

歳入は保険税の減額と調整交付金、前年度繰越金でございます。議案第４６号、教育委員

会委員の任命。本年１１月９日に任期満了となる委員、駒井一美氏の再任の議案でござい

ます。任期は４年間で平成３０年１１月９日までとなります。以上で提案説明を終わりま

すが、詳細については担当課長などから説明をさせますので、よろしくご審議のほど、お

願い申し上げます。 

 


